
活動制限令に関するよくある質問 (FAQ’s) 

内務省（２０２０年３月２１日現在） 

 

国家警察（RMP） 

 

1.  州をまたいで移動するために国家警察から何らかの許可証を得る必要があ

りますか？ 

 

現時点で、国家警察では、何人に対しても、州をまたいだ移動の許可の取

得を求めてはいません。 

 

2.  もしレストラン又は商店が通常営業し、店舗で飲食が行われている場合、

取締りを求めるためには誰に通報すればよいですか？ 

 

レストラン及び商店は、店頭販売又は自宅への配達サービスによる持ち帰

り食品の提供のみ可能です。店舗が通常営業している場合、対処のため最

寄りの警察署に通報してください。 

 

3.  私の雇用主は、職場が「必要不可欠なサービス」のリストに含まれていな

いにもかかわらず、従業員に対して出勤を求めています。国家警察に通報

できますか？ 

 

申立ては国家警察又はマレーシア保健省に直接行えます。 

 

4.  もし活動制限のため路上バリケードがある場合、オフィスに移動する必要

を証明するために裏付け資料を提出する必要がありますか？ 

 

「（官民を問わず）必要不可欠なサービス」を営む雇用主は，行動制限令

の期間に業務に従事する者に対し，就業指示書を発行する必要がありま

す。 

現在，国家警察では，移動に関するいかなる許可も発行してはおりませ

ん。 

 

5.  国家警察によって道が封鎖されている場合、必要不可欠ではない物品を運

搬するトラックの移動の必要性について裏付け資料が必要ですか？  

 



これは２０２０年感染症予防管理（感染地域における対策）規則第７条違

反であり、有罪が確定した場合は１，０００リンギットを超えない罰金若

しくは６か月を超えない期間の収監又はそれらの両方が課されます。 

 

6.  活動制限令に故意に違反した市民又は雇用主に対してはどのような措置が

執られますか？ 

 

もし市民又は雇用主が活動制限令に違反していることが発覚した場合は、

６か月を超えない収監又は１，０００リンギットを超えない罰金が課され

ます。 

 

7.  フェイクニュースをねつ造又は拡散した人物にはどのような措置が執られ

ますか？ 

 

   執られ得る措置は以下のとおりです： 

   a. 刑法第５０５条（b）項により、２年の収監及び罰金、並びに 

   b. 通信・マルチメディア法第２３３条により、５０，０００リンギット

の罰金又は１年の収監 

 

8.  質問がある場合は国家警察にどのように連絡すればよいですか？ 

 

マレーシア・コントロール・センター 03-22663333 若しくは 03-

22663444、又はナショナル・オペレーションズ・マネジメント・センター 

03-88882010 に連絡が可能です。 

 

マレーシア入国管理局 

 

マレーシア入国管理局（JIM）渡航制限 

 

9.  この制限は出入国にどの程度影響しますか？ 

 

マレーシア国民及び永住者の国外渡航全て並びに全ての外国人観光客及び

渡航者のマレーシアへの入国が包括的制限の対象となります。 

 

マレーシア国民及び永住者 

 



 

10. 私は国外にいるマレーシア国民／永住者で、マレーシアに帰国したいで

す。活動制限令期間中にマレーシアに帰国することはできますか？ 

 

国外から帰国するマレーシア国民及び永住者は入国が認められ、１４日間

の自主隔離を行う必要があります。 

 

11.  活動制限令は、マレー半島のマレーシア国民によるサバ州またはサラワク

州への渡航にも適用されますか？ 

はい、国内の移動にも適用されます。ただし、休暇、学業、労働又は公務

でサバ州またはサラワク州に渡航しているマレーシア国民がマレー半島に

戻ること、またその逆は例外的に認められています。 

 

マレー半島からサバ州への移動： 

i. 州及び連邦の公務員が必要不可欠なサービスに従事するためサバ州に

渡航する場合は、その都度、部門の長による確認状が必要です。 

ii. 民間部門の労働者が必要不可欠なサービスに従事するためにサバ州に

渡航する場合は、その都度、雇用主による確認状が必要です。 

iii. サバ州に居住する非サバ人（配偶者及び子供を含む）で、サバ永住パス

保有者、就労パス、学生パス、長期ソーシャルビジットパス又はその他

の例外措置に基づくサバ州居住者は、１４日間の自主隔離（stay home 

notice）を行うことを条件に［サバ州への］渡航が可能です。非サバ人

夫妻は婚姻証明を提示する必要があります。 

 

マレー半島からサラワク州への移動： 

i. サラワク州に居住する非サラワク人（配偶者及び子供を含む）は、１４

日間の自主隔離（stay home notice）を行うことを条件に［サラワク州

への］渡航が可能です。非サラワク人夫妻は婚姻証明を提示する必要が

あります。 

ii. サラワク州に居住する非サラワク人（配偶者及び子供を含む）で、就労

パス、学生パスまたは長期ソーシャルビジットパスを保有する者は、 １

４日間の自主隔離（stay home notice）を行うことを条件に［サラワク

州への］渡航が可能です。非サラワク人夫妻は婚姻証明を提示する必要

があります。 

iii. サラワク永住権（Sarawak MyPR）保有者は、１４日間の自主隔離（stay 

home notice）を行うことを条件に［サラワク州への］渡航が可能です。 



iv. 非サラワク人の公務員（配偶者及び子供を含む）は、１４日間の自主隔

離（stay home notice）を行うことを条件に［サラワク州への］渡航が

可能です。非サラワク人夫妻は婚姻証明を提示する必要があります。 

v. カリマンタン島及びブルネイから陸路で［サラワクに］渡航するブルネ

イ人、インドネシア（カリマンタン）人、マレーシア（サバ）人及びシ

ンガポール人は、通行パス（Transit Pass）と同日に CIQS（Tebedu、 

Tedungan 及び Sungai Tujuh、Merapok、Mengkalap、Biawak, Lubuk Antu

及び Pandaruan) 入口の入国管理事務所に申し出なければなりません。 

vi. サラワク就労パス、学生パスまたは長期滞在パスを有するサラワク人居

住者及びサラワク人非居住者が Limbang、Lawas または Miri からブルネ

イを横断する場合は、１４日間の隔離の免除を申請しなければなりませ

ん。 

vii. 州および連邦の公務員が必要不可欠なサービスに従事するためサラワ

ク州に渡航する場合は、その公務ごとに部門の長による確認状が必要

です。ただし、こうした移動をするマレーシア国民は州当局による最

新の指示に従う必要があります。 

 

11. 国外での就労許可を保有するマレーシア国民及び永住者がマレーシアから

出国することは認められていますか？ 

 

長期パスとしての外国の就労許可を保有するマレーシア国民及び居住者

は、２０２０年３月３１日以前にマレーシアに帰国しないことを条件とし

て当該国に出国することができます。 

 

（注：質問 11 が重複しておりますが，原文どおりであり，以下も原文と同じ

質問番号で記載します。） 

 

12. シンガポールでの就労許可を保有するマレーシア国民及び永住者はシンガ

ポールに通勤することが認められますか？ 

 

通勤は認められません。シンガポールでの有効な就労許可を保有するマレ

ーシア国民及び居住者は、シンガポール所在の雇用主から就労許可を得て

いること及び雇用主が２０２０年３月３１日まで宿泊先を用意するとの書

面上の合意があることを条件として、労働目的でシンガポールに出国する

ことが認められています。 

 



13. マレーシア国民、永住者又は外国人が国内で大型車を運転することは認め

られますか？ 

 

必要不可欠なサービスに関連した物品又は商品を運搬する目的で大型車を

運転するマレーシア国民、永住者及び外国人は、出入国が認められます

が、入国する毎に健康診断を受ける必要があります。ただし、そうした物

品の運搬は他の関係当局による現行の指令に従う必要があります。 

 

活動制限令期間中にマレーシアに滞在する外国人 

 

14. 私はソーシャルビジットパス（PLS）を保有するマレーシア滞在中の外国

人です。もし私のパスが活動制限令期間中に失効した場合、どうすればよ

いですか？ 

 

外国人渡航者及び観光客は、マレーシアからの出国が認められており、活

動制限令の施行期間中にマレーシアに再入国することは認められていませ

ん。 

 

15. 自国に帰国したいが、自国がロックダウンされており、誰も出入国が認め

られておらず、利用可能な航空便もない場合には、マレーシアに滞在する

ことができますか？ 

 

はい、上記の理由で自国に帰国できない外国人は、有効な渡航文書があれ

ば、活動制限令期間終了直後に最寄りの入国管理局事務所で特別パス

（Special Pass）を申請することができます。 

 

16. 活動制限令期間中、まだマレーシア国内に滞在している時に外国人労働者

の一時就労パス（PLKS）が失効した場合はどうすればよいですか？ 

 

マレーシアで長期滞在パス（PLKS、就労パス（駐在者パス）、学生パス、

（長期滞在パス保有者の）扶養家族パス、長期ソーシャルビジットパス

（MM2H）等）を保有している外国人は、活動制限令期間中に、もし： 

(i) 自国に帰国したい場合は、パスを更新することなく帰国することが認

められています。 

(ii) 現在保有しているパスの有効期間を延長したい場合は、活動制限令解

除後１４日以内に更新しなければなりません。 



 

注：申請者は有効期間内の渡航文書を有していなければなりません。 

 

マレーシアのパスを保有し、活動制限令期間中に国外に滞在している外国人 

 

17. もしマレーシアの長期滞在パスを保有している人が休暇のため自国に帰国

し、活動制限令期間中にマレーシアに再入国したい場合、マレーシアへの

再入国は認められますか？ 

 

外国人は、一時就労パス、就労パス（駐在者パス）、学生パス、（長期滞

在パス保有者の）扶養家族パス、長期ソーシャルビジットパス（MM2H）等

のパス保有者を含め、マレーシアへの入国が認められていません。例外は

以下のとおりです： 

i. マレーシア国民の配偶者及び子供は、長期ソーシャルビジットパス

（配偶者の場合）及び扶養家族パスを保有していることと、１４日間

の隔離を行うことを条件として、入国が認められています。 

ii. マレーシアに勤務する外国人外交官は、入国を認められており、１４

日間の隔離を受けます。外交官の配偶者又は家族が外交官と共にマレ

ーシアに入国することを希望する場合は、扶養家族パスを保有してい

る必要があります。 

iii. 必要不可欠なサービス（事前に示されたリストに基づく）に従事する

駐在者パス保有者は、マレーシアへの出発前に、関係省庁又は規制

官庁の承認、入国管理局長の同意及び１４日間の隔離（自主隔離）

が必要です。 

 

18. もし自分が海外にいて、活動制限令期間中に長期滞在パスが失効する場合

はどうすればよいですか？ 

 

活動制限令期間中にパスが失効し、パス保有者が国外にいる場合は、活動

制限令の解除後３か月以内にマレーシアに戻ることが認められており、マ

レーシアに再入国してから３０日以内にパスを更新する必要があります。 

 

入国管理関連の質問については、マレーシア入国管理局ホットライン 03-

88801555 までお問合せください。 

 

（後略） 


